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清野直人会長が令和７年春の叙勲で「旭日単光章」を受章し祝賀会が開催されました。
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実
の
秋
も
終
わ
り
、
新
聞
紙
上
を
賑
わ
せ
て
い
る

の
は
、
令
和
の
コ
メ
騒
動
と
熊
の
出
没
情
報
。
す
べ

て
の
始
ま
り
は
地
球
の
温
暖
化
と
昨
今
の
異
常
気
象

に
よ
る
高
温
の
影
響
と
思
わ
れ
る
。

　

コ
メ
が
高
い
の
は
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
乱
れ
で
あ
る

が
、熊
は
大
好
き
な
ブ
ナ
の
実
が
山
の
中
で
少
な
く
、

人
と
の
境
界
線
を
越
え
て
里
ま
で
降
り
て
く
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

里
の
遊
休
農
地
の
隣
に
は
、
手
つ
か
ず
の
た
わ
わ

に
実
を
つ
け
た
柿
の
木
が
あ
る
。
そ
ん
な
荒
れ
果
て

た
光
景
（
畑
）
を
伊
達
市
で
は
見
た
く
な
い
。

　

あ
ん
ぽ
柿
発
祥
の
地
、
伊
達
市
。
産
地
を
守
り
伝

統
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
私
た
ち
農
業
委

員
会
は
、
遊
休
農
地
を
作
ら
な
い
、
解
消
に
向
け
て

日
々
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
編
集
委
員　
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令
和
７
年
春
の
叙
勲
で
「
旭
日
単
光
章
」
を
受
章

し
た
清
野
直
人
会
長
の
「
受
章
祝
賀
会
」
が
９
月
27
日
、

Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
サ
ー
ビ
ス　

み
ら
い
ホ
ー
ル
掛
田
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
伊
達
市
長
を
は
じ
め
、
市
議
会
議
員
等
の
来
賓
、
関
係
者
ら

約
80
人
が
出
席
し
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

　

清
野
会
長
は
、
平
成
８
年
に
農
業
委
員
と
な
っ
て
か
ら
29
年
間
と
い

う
長
き
に
わ
た
り
農
業
委
員
会
に
在
籍
し
て
お
り
、
平
成
18
年
に
は
会

長
職
務
代
理
者
、
３
年
後
の
平
成
21
年
か
ら
現
在
ま
で
農
業
委
員
会
会

長
と
し
て
、
積
極
的
な
農
業
委
員
会
活
動
を
展
開
し
、
伊
達
市
の
農
業

振
興
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
こ
の
度
の
受
章
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
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清
野
会
長
叙
勲
祝
賀
会
開
催

　

令
和
７
年
３
月
に
、
農
業
を
担
う

者
ご
と
に
利
用
す
る
農
地
を
集
積
・

集
約
し
、
10
年
後
に
目
指
す
地
域
の

農
地
利
用
の
達
成
に
向
け
た
「
地
域

計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
地
域
計
画
を
よ
り
良
い
も

の
と
す
る
た
め
集
落
座
談
会
な
ど
が

開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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新
任
農
業
委
員
の
紹
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保原町大柳
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地
域
計
画
が

　
　
策
定
さ
れ
ま
し
た



　

令
和
７
年
５
月
26
日
、
伊
達
市
役
所
に
て
、

清
野
直
人
農
業
委
員
会
長
の
旭
日
単
光
章
受
章

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

清
野
会
長
は
、
平
成
８
年
に
旧
霊
山
町
農
業

委
員
と
な
り
、
平
成
21
年
に
伊
達
市
農
業
委
員

会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
若
者
の
新
規
参
入
、

耕
作
放
棄
地
を
解
消
し
優
良
な
農
地
を
後
の
担

い
手
に
残
す
た
め
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
取
組

む
な
ど
、
地
域
農
業
の
振
興
に
尽
力
し
て
き
ま

し
た
。

〈３〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農業委員会だより 農業委員会だより　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈２〉

　

毎
年
行
っ
て
お
り
ま
す
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

を
、
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
市
内
全
域
で
実
施
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
で
は
、
市
内
の
す
べ
て
の
農
地
の
利
用
状
況
を
確
認

す
る
た
め
、
荒
廃
の
程
度
が
判
別
し
や
す
い
時
期
に
農
業
委
員
と

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
担
当
地
域
を
巡
回
し
、
遊
休
農
地

の
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
違
反
転
用
の
早
期
発
見
な
ど
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
遊
休
農
地
の
発
生
原
因
は
、
担
い
手
の
高

齢
化
に
よ
る
離
農
や
後
継
者
不
足
な
ど
様
々
あ
り
ま
す
が
、
荒
ら

し
て
し
ま
っ
た
農
地
を
再
び
耕
作
可
能
な
状
態
に
戻
す
た
め
に
は

多
大
な
労
力
と
時
間
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
早
期
の

発
見
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
農
業
委
員
会
は
遊
休
農
地
の
早
期
発

見
と
荒
廃
農
地
の
拡
大
防
止
の
た
め
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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市
長
へ
叙
勲
受
章
の

　
　
　
　
報
告
を
し
ま
し
た

　

令
和
７
年
度
の
福
島
県
下
農
業
員
会
大
会
が

11
月
６
日
、福
島
市
飯
坂
町
「
パ
ル
セ
い
い
ざ
か
」

で
開
催
さ
れ
、
清
野
会
長
ほ
か
11
名
の
委
員
が

参
加
し
て
き
ま
し
た
。
各
種
表
彰
、
国
県
に
対

す
る
農
業
施
策
に
関
す
る
要
望
の
決
議
の
ほ
か
、

一
般
財
団
法
人
食
品
産
業
セ
ン
タ
ー
理
事
長　

荒
川
隆
氏
よ
り
、「
食
料
安
全
保
障
と
農
政
改
革

に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演
を
受
け
ま
し
た
。

参
加
し
た
委
員
は
、
真
剣
に
聴
講
し
ま
し
た
。

（
農
地
所
有
者
の
方
へ
）

雑
草
が
繁
茂
し
て
い
る
遊

休
農
地
は
、
病
害
虫
の
発

生
等
に
よ
り
、
近
隣
の
農

地
ば
か
り
か
、
市
民
生
活

へ
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
農
地
を
所

有
す
る
方
は
、
耕
作
や
草

刈
り
な
ど
の
適
切
な
管
理

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
の
実
施

福島県下農業委員会大会に参加しました

　

令
和
７
年
10
月
30
日
午
後
４
時
よ
り
伊
達
市

役
所
に
お
い
て
、「
令
和
８
年
度
に
向
け
た
農

地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
の
改
善
に
関
す
る

意
見
書
」
を
市
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。
現
在
の

農
業
行
政
の
課
題
や
そ
の
対
応
に
関
す
る
意
見

を
６
項
目
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
遊
休
農
地
の
解
消
や
地
域
計
画
、
有

害
鳥
獣
対
策
、
農
地
バ
ン
ク
な
ど
に
つ
い
て
の

現
状
と
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
、
出
席
し
た
委
員
か
ら
活
発
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
　
て
農
産
物
を
食
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め

　
　

の
支
援

４ 

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

　

⑴　

深
刻
化
す
る
サ
ル
被
害
に
対
し
、
捕
獲

　
　

駆
除
計
画
の
具
体
化
や
専
門
家
に
よ
る
調

　
　

査
な
ど
個
体
数
削

　
　

減
対
策
の
検
討

　

⑵　

鳥
獣
被
害
対
策

　
　

実
施
隊
の
後
継
者

　
　

育
成
支
援

　

⑶　
防
止
柵
等
の
設

　
　
置
の
補
助
要
件
緩

　
　
和
と
、
設
置
後
の

　
　

管
理
費
に
対
す
る

　
　

支
援

５ 

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

　

⑴　

河
川
や
た
め
池
機
能
維
持
の
た
め
の
適

　
　

切
な
管
理

　

⑵　

田
ん
ぼ
ダ
ム
の
設
置

　

⑶　

農
業
者
の
熱
中
症
対
策
に
関
す
る
情
報

　
　

提
供

６ 

農
作
物
被
害
対
策
に
つ
い
て

　

⑴　

自
然
災
害
に
対
す
る
翌
年
作
付
け
に
向

　
　

け
た
支
援

　

⑵　

モ
モ
穿
孔
細
菌
病
対
策
に
対
す
る
支
援

（
意
見
書
の
概
要
）

１ 

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
対
策
に
つ
い
て

　

⑴　
地
域
計
画
の
実
現
に
向
け
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

　
　

プ
を
行
い
、
必
要
な
予
算
措
置
、
支
援
の
継

　
　

続

　

⑵　

遊
休
農
地
を
解
消
し
た
際
の
補
助
金
の
創

　
　

設
や
遊
休
農
地
利
活
用
な
ど
へ
の
支
援

２ 

農
業
後
継
者
・
担
い
手
支
援
に
つ
い
て

　

⑴　

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
資
材
費
等
支
援
を

　
　

継
続

　

⑵　

収
入
保
険
の
掛
金
に
対
す
る
支
援
継
続

　

⑶　
新
規
参
入
者
が
地
域
に
定
着
で
き
る
よ
う
、

　
　

支
援
制
度
等
の
情
報
発
信

　

⑷　

農
業
経
営
の
安
定
の
た
め
、
収
益
性
の
高

　
　

い
作
物
へ
の
転
換
等
所
得
向
上
へ
の
支
援

　

⑸　

認
定
農
業
者
等
の
育
成
や
就
農
者
に
対
す

　
　

る
報
奨
金
制
度
の
拡
充
な
ど
新
規
就
農
者
や

　
　

後
継
者
の
確
保

　

⑹　

定
年
帰
農
者
や
多
様
な
形
で
農
業
に
関
わ

　
　

る
者
に
対
す
る
支
援
等
、
包
括
的
な
農
業
後

　
　

継
者
対
策

　

⑺　

先
端
技
術
導
入
へ
の
支
援
を
行
い
、
農
業

　
　

者
の
営
農
効
率
化
・
省
力
化
を
図
る

３ 

原
子
力
災
害
対
策
に
つ
い
て

　

⑴　

未
だ
出
荷
制
限
の
あ
る
山
菜
等
の
状
況
改

　
　

善
等
を
東
電
・
国
へ
の
働
き
か
け

　

⑵　

風
評
被
害
を
払
拭
し
、
消
費
者
が
安
心
し

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

市
長
へ
要
望
書
を

　
　
　
提
出
し
ま
し
た
。


